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「
風
水
害
」
危
険
は
身
近
に

　
　
　
避
難
準
備
・
情
報
収
集
は
万
全
で
す
か
？

問
い
合
わ
せ
　
防
災
危
機
管
理
課（
☎
51
・
３
１
２
７
）

過
去
の
災
害
か
ら
の
教
訓

上
の
写
真
は
、
平
成
21
年
10
月
7
日
・
8
日

に
襲
来
し
た
台
風
18
号
の
被
害
状
況
の
写
真

で
す
。
最
大
風
速
は
52.

9 

m/s
を
観
測
。
三

河
港
で
は
伊
勢
湾
台
風
を
上
回
る
３. 

15
ｍ
の

潮
位
を
記
録
し
ま
し
た
。
豊
橋
市
の
被
害
と

し
て
は
、
負
傷
者
２
人
、
倒
木
や
建
物
被
害

は
２
０
０
件
を
超
え
、
柳
生
川
沿
い
の
各
町

３
７
０
０
世
帯
お
よ
び
杉
山
町
天
津
地
区
に

「
避
難
勧
告
」を
発
令
し
、
大
き
な
爪つ

め
あ
と痕

を
残

し
た
災
害
で
し
た
。

早
め
の
避
難
が
命
を
守
る
！

「
警
報
・
注
意
報
が
発
表
さ
れ
な
い
」こ
と
は

「
災
害
が
発
生
し
な
い
」と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
災
害
の
前
ぶ
れ
を
知
っ
た
り
、

感
じ
た
り
し
た
時
は
早
め
に
自
主
避
難
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
普
段
か
ら
避
難
場
所
や

避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？　
避
難
情
報
の
種
類

市
が
、
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
避
難
情
報

は
次
の
３
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

■
避
難
準
備
情
報

特
に
避
難
行
動
に
時
間
を
要
す
る
人
は
、
避

難
所
へ
の
避
難
行
動
を
開
始
し
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
人
は
家
族
と
の
連
絡
、
非
常
持
出
品

の
用
意
な
ど
避
難
の
準
備
を
し
ま
す
。

■
避
難
勧
告

通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
も
避
難
所
へ

の
避
難
を
開
始
し
ま
す
。
避
難
の
時
間
が
な

い
場
合
は
、
屋
内
安
全
確
保（
垂
直
避
難（
２

階
以
上
へ
の
避
難
）を
含
む
）を
す
る
な
ど
生

命
を
守
る
最
低
限
の
行
動
を
し
ま
す
。

■
避
難
指
示

避
難
中
の
人
は
避
難
を
直
ち
に
完
了
し
ま
す
。

ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
対
象
住
民
は
、
直
ち

に
避
難
行
動
に
移
る
と
と
も
に
、
避
難
の
時

間
が
な
い
場
合
は
、
屋
内
安
全
確
保（
垂
直

避
難
を
含
む
）を
す
る
な
ど
生
命
を
守
る
最

低
限
の
行
動
を
し
ま
す
。

梅
雨
か
ら
秋
に
か
け
て
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
が
頻
繁
に
起
こ
り
ま
す
。
近
年
、
市
内
に
お
い
て
も
局
所
的
な
集
中
豪
雨
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
風
水
害
な
ど
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情
報
を
提
供

す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
事
前
の
準
備
、
い
ざ
と
い
う
時
の
対
策
を
も
う
一
度
確
認
し
、
災
害
に
対
す
る「
備
え
」

を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

市
か
ら
の
情
報
提
供

市
で
は
災
害
時
、住
民
の
み
な
さ
ん
に
い
ち
早
く
情

報
を
提
供
す
る
た
め
、「
防
災
ラ
ジ
オ
」「
豊
橋
ほ
っ
と

メ
ー
ル
」の
活
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

■
防
災
ラ
ジ
オ

災
害
時
に
自
動
起
動
し
て
最
大
音
量
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
市
内
の
電
気
商
業
組
合
加
盟
店
で
販
売
し
て

い
ま
す（
1
台
１
５
０
０
円
、
後
期
高
齢
者
の
み
の
世

帯
は
５
０
０
円
）。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.

toyohashi.lg.jp/6886.htm

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
防
災

危
機
管
理
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
豊
橋
ほ
っ
と
メ
ー
ル

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
電
子
メ
ー
ル
機
能
を
活
用

し
て
、安
全
安
心
に
関
わ
る
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

配
信
内
容　

気
象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど
の
緊
急
情

報　

登
録
方
法　

登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（tou@

anzen-ansin.net

）に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
返
信
さ

れ
た
メ
ー
ル
の
指
示
に
従
っ
て
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
登

録
で
き
ま
す

平成21年10月の台風による市内の被害のようす

登録用メールアドレス
QRコード 防災ラジオ



5

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

催し情報
楽しむ・学ぶ
	未来を育む森づくり
ニッセイ豊橋の森　育樹活動

とき：6月20日㈯午前10時～午後1時　と
ころ：岩崎町字内山　集合・解散：上下水

道局前沖野駐車場※バス使用　内容：苗

木の成長を阻害する雑草を鎌
かま

で刈り払う作

業をします　定員：30人程度（申込順）　参
加料：無料　申し込み：6月12日までに住所、

氏名、年齢、電話番号を（公財）ニッセイ

緑の財団（☎03・3501・9203 info@nissay-

midori.jp）　問い合わせ：（公財）ニッセイ

緑の財団、農業支援課（☎51・2475）

	絵本講座　知識えほんを学ぼう
とき：7月10日㈮午前10時～正午　とこ
ろ：中央図書館（羽根井町）　内容：子育

ての中で絵本が果たす役割や楽しさを

感じながら、「科学えほん」「知識えほん」

と呼ばれる、物語だけではない絵本の

魅力を紹介します　講師：清水美智子

さん（名古屋経営短期大学非常勤講師）　

定員：30 人（抽選）　受講料：無料　そ
の他：6 か月児からの託児あり（定員10

人（抽選）。託児料 300円必要（別途お

やつ代 50 円必要※食べられない子は

不要））　申し込み：6月3日～25日に中

央図書館（☎31・3131）

	ワークショップ
ロボットをつくろう

とき：7月5日㈰・20日㈷午後1時30分～

4時　ところ：視聴覚教育センター（大岩

町字火打坂）　対象：どなたでも（小学3

年生以下は保護者同伴）　内容：2チャ

ンネルリモコンを使い、あごを開閉さ

せながら歩くクワガタムシのロボットを

作ります　定員：各 15 人（申込順）　参
加料：無料（材料費各2,400円必要）　申
し込み：6月13日午前9時から視聴覚教

育センター（☎41・3330）

	ゆめたまご科学講座
科学実験クラブ

とき：7月11日、8月1日・22日・29日

の土曜日（全 4 回）①午前 9 時 30 分～

11 時②午後 1 時 30 分～ 3 時　ところ：
視聴覚教育センター　対象：小・中学生　

内容：「空気」「音」「光」などをテーマ

に、さまざまな科学実験にチャレンジ

します　講師：当センター職員　定員：
各 12 人（抽選）　参加料：無料（材料費

各 2,000 円必要）　その他：全日程、同

じ時間帯にご参加ください　申し込み：
6月23日（必着）までに返信先明記の

往復はがき（1 枚につき1 人）で講座名、

希望時間番号、郵便番号、住所、氏名、

学校名、学年、電話番号を視聴覚教育

センター（〒441-3147大岩町字火打坂

19-16☎︎41・3330）

	傾聴ボランティア講演会
「語ること」と「聴くこと」の意味

とき：7月5日㈰午後1時30分～4時30分　

ところ：あいトピア（前畑町）　内容：傾

聴ボランティアの方々からのお話とワー

クショップ、交流会を通して、「語ること」

「聴くこと」をより深く学びます　講師：
鎌倉利光さん（愛知大学文学部准教授）　

定員：50 人（申込順）　受講料：500 円

（資料代）　申し込み：7月4日までに氏

名、電話番号をボランティアグループ

ふれあい　鋤本（☎46・3267）　問い合
わせ：ボランティアグループふれあい　鋤

本、市役所障害福祉課（☎51・2340）

	学習教室　化石さがし入門
とき：7 月18 日㈯午前 9 時～午後 3 時　

ところ：田原市　集合・解散：豊橋市自

然史博物館※バス使用　対象：小学 4

年～中学 3 年生　内容：化石産地を見

学したり、カニや貝の化石を砂の中か

ら探したりして化石の調べ方を学びま

す。雨天時は自然史博物館室内で化石

探しをします　講師：当館学芸員　定
員：25人（抽選）　参加料：500円　申し
込み：7月2日（必着）までに返信先明記

の往復はがきで教室名、参加者全員の

住所・氏名・年齢・電話番号を自然史

博物館「化石さがし」係（〒441-3147大

岩町字大穴1-238☎41・4747）

昨年の化石さがし入門のようす

	福祉人材バンク 福祉講演会
とき：6 月14日㈰午後 1 時 30 分～ 3 時

30分　ところ：あいトピア（前畑町）　内
容：講演「福祉の仕事ナビ　初めてでも

分かる！福祉の仕事」により、福祉の仕

事の求人状況や内容などを知り、福祉

の仕事への就職活動に役立てます　講
師：太田智裕さん（ハローワーク名古屋

中　介護労働専門官）　定員：50 人（申

込順）　参加料：無料　申し込み：6月

12日までに豊橋市社会福祉協議会（☎

52・1111）

	四季の行事教室　七夕のつどい
とき：6月28日㈰午後1時～3時　ところ：
青少年センター（牟呂町字東里）　対
象：市内在住の小学生と家族　内容：ミ

ニ笹作り、七夕にちなんだゲーム・お

話など　講師：レディースレクわたぼう

し　定員：50 人（申込順）　参加料：無

料　申し込み：6月3日から青少年セン

ター（☎46・8925）

催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳しくはお問い合わせください。

豊橋市の「ほの国こどもパスポート事業」対象施設
総合動植物公園、市民プール、視聴覚教育
センター（プラネタリウム）、自然史博物館、
美術博物館、二川宿本陣資料館、青少年セ
ンター（体育館）、こども未来館（まち空間）
※詳細は各施設にお問い合わせください


